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2020

1.23（木）
18：00 ～ 19：30
文科系総合講義棟2階〔場所〕

入場無料・聴講自由

法学部第2講義室

有識者特別講義日本学国際共同大学院

見えない震災から
― 宮城県美術館と前川國男を考える ー

3Vol.

リノベーションへ
〔講師〕

五十嵐太郎 教授 （東北大学大学院工学研究科
 （都市・建築理論））�������������

著書
・『新宗教と巨大建築』（講談社現代新書、2001年）
・『美しい都市・醜い都市 現代景観論』（中公新書ラクレ、2006年）
・『建築はいかに社会と回路をつなぐのか』（彩流社、2010年）
・『被災地を歩きながら考えたこと』（みすず書房、2011年）
・『ル・コルビュジエがめざしたもの　近代建築の理論と展開』（青土社、2018年）
・『リノベーション・スタディーズ 第三の方法』（編、INAX出版、2003年）
・『見えない震災 建築・都市の強度とデザイン』（編、みすず書房、2006年）　他多数

東北大学日本学国際共同大学院支援事務室東北大学日本学国際共同大学院支援事務室 gpjs@grp.tohoku.ac.jpgpjs@grp.tohoku.ac.jp
問合わせ

東北大学では、従来の教育実施体制の枠を超え、海外有力大学との強い連携のもとで、手を携え教育を実施する９つの「国際共同大学院プログラム」
群の創設を指定国立大学の柱に掲げています。その一角を占める日本学国際共同大学院（GPJS）は、特に文系の特色・強みを活かし、海外教育研
究機関（「支倉リーグ」）と共同して新学際領域としての「日本学プラットフォーム」の構築を企図するものです。それは、現代社会が抱えるさま
ざまな問題に対して人文社会科学に何ができるのかという、アクティブな挑戦でもあります。
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